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九
月
議
会
は
九
月
九
日
か
ら
十
月
三
日(

二
十
五
日
間)

ま
で
開
会
さ
れ

ま
し
た
。
九
月
議
会
は
十
九
年
度
決
算
と
市
民
生
活
に
関
わ
る
補
正
予
算
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
二
十
三
名
の
議
員
が
登
壇
し

「
愛
宕
山
問
題
に
関
す
る
」

内
容
の
質
問
が
集
中
し
ま
し
た
。

　
私
は

「
学
校
給
食
、
学
校
の
耐
震
化
、
環
境
問
題(

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
対

策)

、
愛
宕
山
開
発
問
題

（
計
画
変
更
に
関
す
る
意
見
書
）
に
つ
い
て
質
問

を
行
な
い
ま
し
た
。
要
旨
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　
　

学
校
給
食
に
つ
い
て

　
地
産
地
消

　
　
　
協
議
機
関
設
立
以
降
の
状
況
は
？

　
　
　
　
　
　
農
協
と
の
連
携
不
可
欠
と
答
弁

　
　
　
　
　

中
国
製
ギ
ョ
ウ
ザ
を
は
じ
め
食
品

の
産
地
・
品
質
の
偽
装
、
添
加
物
の

表
示
、
賞
味
期
限
の
改
ざ
ん
、
最
近

で
は
汚
染
米
を
食
用
米
と
偽
る
な
ど

食
の
安
全
・
安
心
を
大
き
く
揺
る
が

す
事
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
、
平
成
19
年
3
月
議
会
で
の
答
弁

「
地
産
地
消
の
促
進
の
為
、
地
元
生

産
者
、
業
者
、
学
校
栄
養
士
で
協
議

機
関
を
設
立
」
以
降
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

学
校
の
耐
震
化
と

　
　
　
統
廃
合
に
つ
い
て

学
校
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
昨
年

12
月
に
は
20
年
間
・
100
億
円
で
実
施

す
る
計
画
を
立
て
て
い
ま
し
た
が
、

福
田
市
長
は
5
年
間
で
実
施
す
る
と

公
約
に
掲
げ
当
選
い
た
し
ま
し
た
。

私
は
９
月
議
会
で
学
校
の
耐
震
化

工
事
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
、
市
長

は
再
編
交
付
金
を
財
源
に
８
年
計
画

で
耐
震
化
工
事
を
実
施
す
る
と
答
弁

い
た
し
ま
し
た
。

又
、
答
弁
で
、
現
在
の
耐
震
化
率

は
小
学
校
が
42
・
9
％
、
中
学
校
43
・

8
％
、
幼
稚
園
50
％
で
あ
る
と
し
、

耐
震
化
の
必
要
な
施
設
は
山
口
県
下

２
番
目
に
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
財
源
と
事
業
内
容
を
精
査

し
効
率
的
に
実
施
す
る
と
し
ま
し

た
。次

に
市
町
村
合
併
に
伴
い
、
全
国

的
に
学
校
の
統
廃
合
が
問
題
に
な
っ

て
お
り
、
岩
国
市
で
も
そ
の
こ
と
が

検
討
さ
れ
て
い
る
問
題
を
取
上
げ
質

問
を
行
な
い
ま
し
た
。

答
弁
で
は
、
児
童
生
徒
の
減
少
で

岩
国
市
は
将
来
の
学
校
施
設
整
備
を

す
る
為
に
来
年
度
、
学
校
適
正
規
模

配
置
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
統
廃
合

の
対
象
と
な
る
学
校
、
通
学
区
域
の

見
直
し
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
の
関
連

で
耐
震
化
工
事
の
遅
れ
も
懸
念
さ
れ

ま
す
。

私
は
、
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

地
域
や
保
護
者
に
十
分
説
明
し
、
納

得
を
得
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ

　
　
駆
除
対
策
に
つ
い
て

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
の
実
態
の
分

か
ら
な
い
人
は
、
た
か
が
ア
リ
と
思

わ
れ
る
が
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
が

生
息
し
て
い
る
地
域
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
は
、
食
卓
に
・
寝
室
に
と
あ
ら

ゆ
る
と
こ
ろ
に
入
り
込
み
不
愉
快
を

通
り
過
ご
し
、
怒
り
心
頭
で
あ
る
こ

と
を
紹
介
し
、
現
在
実
施
さ
れ
て
い

る
駆
除
対
策
に
つ
い
て
、
そ
の
成
果

と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
質
問
を

し
ま
し
た
。

当
局
は
、
昨
年
度
は
防
除
目
標
を

設
定
す
る
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、

生
態
や
分
布
、
被
害
状
況
な
ど
の
調

査
を
行
な
い
、
防
除
の
為
の
モ
デ
ル

実
験
を
行
な
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
道
路
な
ど
で
仕
切
ら

れ
た
比
較
的
狭
い
範
囲
で
防
除
を
実

施
す
る
場
合
、
エ
サ
な
ど
を
排
除
す

る
こ
と
で
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
今
年
度
は
、
必

要
な
経
費
の
一
部
が
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け

て
岩
国
市(

新
黒
磯
団
地
）
と
廿
日
市

市
で
モ
デ
ル
実
験
を
引
き
続
き
実
施

す
る
。

こ
の
事
業
は
，
３
年
計
画
で
実
施
、

効
果
を
見
な
が
ら
区
域
を
拡
大
し
て

い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
「
連
絡
協
議
会
」
で
は
、
食
材
の
必

要
量
、
地
元
食
材
の
利
用
状
況
と
其

の
向
上
の
た
め
意
見
交
換
を
行
な
い

ま
し
た
。
関
係
者
が
協
力
し
利
用
率

向
上
に
向
け
取
り
組
む
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　
地
元
農
産
物
の
供
給
体
制
つ
い
て
、

農
協
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
農
協
と

も
意
見
調
整
を
行
な
っ
て
い
く
と
答

弁
し
ま
し
た
。



　

　

　

　

　
　
学
校
給
食
に
米
粉
パ
ン
の
導
入
を

　
私
は
今
ま
で
学
校
給
食
に
地
場
の

安
全
な
食
材
を
使
用
す
る
よ
う
求
め

て
き
ま
し
た
。

　
わ
が
国
の
穀
物
の
自
給
率
27
％
と

低
く
、
学
校
給
食
の
パ
ン
の
小
麦
も

外
国
に
依
存
し
て
い
る
状
況
を
述
べ
、

地
産
地
消
の
推
進
、
自
給
率
ア
ッ
プ

の
為
に
も
学
校
給
食
に
米
粉
パ
ン
を

導
入
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
答
弁
で
は
、
県
内
に
は
米
粉
の
製

粉
業
者
が
い
な
い
た
め
、
学
校
給
食

で
米
粉
パ
ン
を
導
入
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
あ
ま
り
な
い
。
全
国
的
に
は
増

え
て
い
る
が
、
米
粉
の
製
粉
や
加
工

に
一
定
の
技
術
が
必
要
で
、
焼
き
上

　
岩
国
市
都
市
計
画
変
更
案
の
意
見
書
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
意
見
書
は
　１
人
　1
通
が
基
本

「
た
と
え
宅
地
を
完
売
し
て
も
最
高

500
億
円
不
足
す
る
。
岩
国
医
療
セ
ン

タ
ー
の
愛
宕
山
移
転
に
も
悪
影
響
を

及
ぼ
す
。
岩
国
市
は
今
に
も
夕
張
市

の
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
主
旨
が
書

か
れ
、
市
民
を
不
安
に
陥
れ
る
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
意
見
書
は
一
人
ひ
と
り
の
意
見
を

書
く
も
の
だ
が
、
こ
の
団
体
の
扱
い

に
つ
い
て
有
効
な
の
か
質
問
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
。

　
当
局
は
、
県
に
出
さ
れ
た
意
見
書

で
あ
り
答
弁
は
出
来
な
い
と
し
ま
し

た
。 公明党

　　　社会保障費 2200億円の削減反対の意見書に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　            　 　反対
 九月議会には 8本の意見書、条例改正案が提出されました。

農協から提出された「ミニマムアクセス輸入米に見直しを求め

る」意見書を全会一致で採択。

 共産、清風、市民、リベラレが提案した「貧困の連鎖を断ち切

り、市民生活を底上げすることを求め、2200億円の社会保障の

削減撤回、雇用の確保、年金や生活保護費など社会保障制度の充

実を求める」意見書に保守系会派に加え、公明党が反対して否

決。

 議員定数を 2名削減する案が強引に提出。13対 20で否決。日

本共産党市議団も審議不充分として反対しました。

       　　　　　要求要望実現

　　長年の要望が関係者の協力で実現しました

萩
原
団
地
の
入
り
口
の
排
水
対
策

萩
原
団
地
の
排
水
路
の
末
端
、
線
路
の

沖
が
砂
で
塞
が
れ
排
水
困
難
、
Ｊ
Ｒ
が

除
去

青
木
一
丁
目
市
道
の
側
溝
改
良

側
溝
の
「
ふ
た
掛
け
」
が
な
い
為
、
道
路
幅

が
狭
く
危
険
な
状
態
を
改
善
（
通
学
路
）

が
り
か
ら
時
間
が
経
過
す
る
と
硬
く

な
る
課
題
が
あ
る
。
加
え
て
小
麦
の

世
界
的
高
騰
を
受
け
価
格
が
昨
年
か

ら
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

で
も
米
粉
パ
ン
は
価
格
が
高
い
な
ど

給
食
費
の
面
か
ら
も
課
題
が
あ
る
と

し
ま
し
た
。

　
私
は
、
政
府
も
奨
励
し
て
お
り
、

答
弁
で
も
全
国
的
に
は
増
加
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
な
ら
、
他
県
の

実
施
状
況
を
調
査
し
、
岩
国
市
で
の

実
施
を
求
め
ま
し
た
。

　
「
愛
宕
山
を
守
る
会
」
と
「
愛
宕
山

を
守
る
市
民
連
絡
協
議
会
」
が
愛
宕

山
へ
の
米
軍
住
宅
建
設
反
対
の
意
見

書
・
１
６
０
１
通
を
9
月
2
日
に
提

出
い
た
し
ま
し
た
。

　
山
口
県
都
市
計
画
化
に
よ
る
と
２

３
１
３
通
、
５
２
５
６
人
が
提
出
し

た
と
の
こ
と
で
す
。「
愛
宕
山
を
守
る

市
民
連
絡
協
議
会
」
が
提
出
し
た
意

見
書
は
１
人
1
通
で
し
た
が
、（
社
団

法
人
）
山
口
県
建
設
業
協
会
岩
国
市

部
長
の
呼
び
か
け
た
意
見
書
は
「
都

市
計
画
の
愛
宕
山
新
市
街
地
開
発
事

業
の
廃
止
」「
都
市
計
画
道
路
牛
ノ
谷

尾
津
線
廃
止
」「
都
市
計
画
区
域
の
整

備
・
開
発
及
び
保
全
の
方
針
変
更
」
の

3
件
を
一
括
し
、5
名
連
記
の
署
名
方

式
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
又
、（
社
団
法
人
）
山
口
県
建

設
業
会
岩
国
市
部
長
の
意
見
書
に
は


